





























































































































































































































































風呂の種類 広さ 水深 水洲 堀分濃度 備考
Ａ運動療法プール １２．５×６１， 
75ｍ‘ 
























































































洞 用具入 鰹■､垂 亡庖心身共にリラ
…風呂~Ｌ
畷:議熱
|町ならではの健康温浴法を提供する．
■ 巨斫》ＦＴ垂確キ 約６４０㎡約360㎡約280㎡建物総面積：ウェットゾーン：ドライゾーン：
法政大学体育研究センター紀要
3．管理運営上の留意点
(1)カウンセリング、プログラムの充実を図る
健康維持、増進効果を最大限に発揮させるために、各個人に合わせたカウンセリングを適宜行う
こととする。これにより、各利用者はその効果を実感として確認することができるようになり、定
期的に利用することが期待できる。
また、住民のニーズに合わせたプログラムを多数用意（例：シェイプアップ、生活習`慣病予防、
腰痛改善など）し、健康維持、増進効果を上げることとする。
身障者に対しては、身障の程度や部位に応じて錘やバトン、バーなどを利用した体操や運動を行
うものとする。
これらのプログラムは10～15人程度のグループにより行われるのが望ましい。
(2)利用者によるクラブを組織化する
利用者が本施設を定期的、継続的に利用することにより、始めてその効果を期待することができ
る。そのためには、利用者が本施設に行くことが楽しくなるような仕掛けを作る必要がある。
利用者によるクラブを組織化することにより、同じような目的を持った者同志が集うことになり、
コミュニケーションをとるために本施設に行くという動機づけができる。
(例ジュニア、ヤングミセス、ミセス、働き盛り世代、生き生きシニアなど）
(3)隣接する保健センター、高齢者生活福祉センターとの連携を図る
管理、運営の両面において保健センター及び高齢者生活福祉センターとの有機的な連携を図り、
その効果を最大限発揮させることとする。
・管理人員配置においては－部業務については兼務が可能となるように教育を行い、繁忙に応
じて勤務体制を柔軟に変更するなどにより効率的な管理体制とする。
・運営カウンセリングの実施にあたっては保健センターのデータ等を活用し、効果を高めるも
のとする。
また、リハビリテーションなどの特別プログラムの実施についても検討する。
(4)送迎などの充実を図る
高齢者や身障者等の利用も可能とするなど、一人でも多くの住民の利用に供するために送迎など
を実施し利便性を確保することとする。
－２８－ 
次世代型健康づくりに関する考察と提案
４．本施設の有益性と将来展望
海水温浴施設の整備によって、以下のような波及効果があると考えられる。
１）予防医学、健康増進医学的活用による、将来的な医療費削減効果
２）海水中リハビリテーションなどによる、老化予防や機能|Ⅱ|復効果
３）高齢者などの慢性疾病の早期回復、生活習慣病の予防効果
４）いきいきと皆が健康生活を目指すことによる、地域の活性化
５）来島者の増力Ⅱによる、経済および文化的波及効果
本施設は、わが国では新しい試みである、人''１]の自然治癒力により、ｌｎ１復を図る自然療法の実践
施設を目指した次世代型の健康増進施設である。
人間の生命の源である海へのｌＩ１帰、また催)渡的なバランスを崩した身体を自らの自然治癒力で|Ⅱ｜
復し、自然との接触を取り戻したいという人々の本能的・無意識的欲求一つまり、根源性へのln1
帰を利用者から動機として杣き出すこと－を、海水柵谷施設は目指している。
5．今後の課題
今後の課題として、以下のようをものが挙げられる。
･従業員教育
専門的な知識の習得が必要となるため、できれば先行施設あるいは海洋療法の先進国であるドイ
ツ、フランスなどにおいて研修を受けることが望ましい。
･地元医師会との協力
地元医師会に対して本施設の意義を説1ﾘ1し理解してもらい協力関係を築き、治療・療養に積極的
に利用してもらうと共に、データのやりと')なども行い、その効果を上げるべく良好な関係を築
いていくものとする。
･周辺市町村、周辺有力企業の健康保険組合へのアプローチ
施設利用率を維持するために、周辺市''1J村や周辺有力企業の健康保険組合に対して積極的なアプ
ローチを行う必要がある。
特に、周辺有力企業の健康保険組合等に対しては、組合員のその後の利用が期待できるため休館
ｌ]に貸切り利用などのサービスを実施し、積極的に取り込みを図っていく。
－２９－ 
法政大学体育研究センター紀要
･実施するプログラム
|幅広い層の利用を促進すぺ<、アンケート調査や海外も含めた類似施設の事例に留意すると共に、
曜日や時間別に利用者動向にあったプログラムを実施すべく充分な検討を行う。
例
平日午前……施設稼働率が低いと予想され、身障者向け機能回復プログラムを実施
平日午後……ミセス、ヤングミセス向けシェイプアッププログラム及びジュニア
平日夜間……働き盛りの世代向けの生活習慣病予防プログラムなど
体日……家族そろってのいきいき健康家族プログラムなど
･ランニングコストのさらなる低減
ソーラーシステムの導入等を検討し、さらなるランニングコストの低減を図る゜初期投資額が多
額になるため、施設開業時に導入しなかったが、将来の設置が好ましい。
･島の中核施設としての役割
ブルーッーリズムの進展に伴い、ＡＩ'1Jの自然環境の中でのアクティビティは今後期待される。そ
のような活動の中での休息・休憩施設地点としての役割を、既に存在している国民宿舎と連動し
て位置づけることが望ましい。
－３０－ 
